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ビワ生果実の臭化エチレンくん蒸による

ミカンコミバエの殺虫及び薬害試験
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奄美群島には，生果実類の大害虫であるミカンコミバ

エガ生息しているため，同地域から寄主植物の本土への

移動が禁止されているが，昭和45年以来実施してきた

数種生果実類の臭化エチレン（以下「EDB」と略称）く

ん蒸による殺虫及び薬害試験により，パパイヤをはじめ

数種生果実については，消毒すれば移動出来るようにな

った現在，消毒方法が確立されていないピワ生果実は，

地元から移出について要望があるため，昭和46年に予

備試験を行い，47年（以下試験1という。），49年　（以

下試験2という。）に本試験を実施した。

材料及び方法

供試果二供試したビワ生果実は，試験1は鹿児島県西

桜島町産で，くん蒸3日前に鹿児島市場へ集荷されたも

の，試験2は同県東桜島町及び垂水市産で，　くん蒸12

目前に同市場へ集荷されたものである。

供試虫：飼育室（25。C）で累代飼育中のミカンコミバ

エを用い，試験1は，人工飼料により3令幼虫まで飼育

し，くん蒸前日に，供試果のほぼ中央部を一辺約1．3cm

の三角形に種子部の深さまで切り取り，種子を1個取り

出し，この空洞部に第1表のとおり幼虫を移植した。試

験2は，ミカンコミバエ成虫（雌・雄1，500頭，羽化後

10目目）を，くん蒸10日前に供試果に直接産卵（飼育

ケージに供試果を一重に並べて20分間放置）させ，3令

幼虫になるまで10日間常温下で飼育したものを使用し

たo

　方法：試験1は，ステンレス製くん蒸箱（内容積0。25

m3）3箱を用い，一箱当たり収容比0．25t／m3になるよ

う充てん用ビワ生果実及びゴースで包んだ殺虫試験用の

供試果20果と薬害試験用の供試果20果を収納した・

　試験2は，ガラス製くん蒸ビン（内容積31．2」，33．2

」，34，2Z）3基を用い，一基当り収容比を0．25t／m3に

なるよう充てん用ビワ果実及び供試果100果を2等分

し，ゴースで包み収納した。

　試験1，2とも，薬量は8g／m3とし，薬液をくん蒸

箱・ピンにセットした気化装置により，完全に気化させ

第1表　ビワ生果実のEDBくん蒸による薬害及ぴミカンコミバエ殺虫効果

※試験1の死虫率は供試虫数に対し羽化しなかつたものの割合

　試験2の死虫率は，供試虫に対し蠕化しなかつたものの割合．
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たのち室温（24～26。C）で2時間くん蒸した。くん蒸中

は，常時撹伴用ファンによリガスの均一化を計った。く

ん蒸終了後，直ちに供試果を砂又は紙を敷いたポリ容器

に移し，常温下で3日問保管して切開し，供試虫の生死

を確認した。ピンセットの先を幼虫に接して，反応を示

すものを生とした。生存虫は，確認後再び調査済みの果

実にもどし，追跡調査を行った。また，くん蒸箱又はピ

ン内のガスを一定容積のガス採集管にとり，モノエタノ

ールアミンでEDBを分解し，Volhard法で分析して残

存ガス濃度を測定した。

　薬害については，薬斑，萎凋，腐敗等の有無，程度に

ついてくん蒸後11目まで各果ごとに調査を行った。ま

た，食味調査は，くん蒸後11日目に行った。

結 果

　殺虫試験の結果は，第1表のとおりで・切開時（くん

蒸後3日目）の調査で，大多数の幼虫は，くん蒸時の幼

虫態のままで死亡していたが，一部にマヒ状態の生存虫

があったため追跡調査を行ったが，全頭蠕化せず死亡し

た。一方，無処理区では，大部分老熟幼虫となり，追跡

調査の結果，大半が蠕化した。

　薬害試験では，薬斑の発生は認められず，萎凋，腐

敗，食味についても，無処理区との差は認められなかっ

たo

考 察

　殺虫試験においては，切開時の調査でごく一部に生存

虫を認めたが，蛹化するものはなく，殺虫効果が十分認

められた。また，薬害試験についても薬害の発生はな

く，その他品質にも影響はみられなかった。

　このことから，EDB　8g／m3の2時間くん蒸でビワに

寄生しているミカンコミバエは完全に殺虫することがで

きるものと考える。


